
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　キャリア部材に保持され複数コマを有するフィルム状の透過原稿を投影する投影手段と
、当該投影手段による前記透過原稿の投影画像の画像データを読み取る画像読取手段と、
前記画像読取手段に前記画像データを読み取らせるために前記キャリア部材を移動させる
キャリア移動手段を有するキャリア台とを備えている画像読取装置であって、
　画像読取命令に従って前記キャリア移動手段を駆動して前記透過原稿の指定されたコマ
の画像データを前記画像読取手段に読み取らせるように制御する読取制御手段を備え、当
該画像読取装置に接続される画像表示装置に前記読み取った画像データを出力する画像読
取装置において、
　前記キャリア台を移動させるキャリア台移動手段をさらに備え、
　前記読取制御手段は、前記複数コマのいずれか一つを指定するコマ指定命令によってコ
マ指定されたときに、前記コマ指定されたコマの透過原稿を前記画像読取手段の読取位置
まで移動させるために前記キャリア移動手段を駆動するとともに、前記コマ指定されたコ
マの画像データを前記画像読取手段に読み取らせるために前記キャリア台移動手段を駆動
することを特徴とする画像読取装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、写真フィルムやマイクロフィルムなどの透過原稿の画像データを読み取る画像
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読取装置に関し、詳しくは、複数コマを有するフィルム状の透過原稿を一括読み取りして
いわゆるプレビューを可能にする画像読取装置に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
この種の画像読取装置として、特開平６－３１１３１１号公報に記載されているものが知
られている。この従来の画像読取装置（以下、「第１の画像読取装置」という）は、複数
コマを有するフィルム状の透過原稿を保持するキャリア部材と、キャリア部材を保持する
マガジン部材と、キャリア部材に保持された透過原稿を投影する投影手段と、投影手段に
よる投影画像の画像データを読み取る画像読取手段と、画像読取手段によって読み取られ
た画像データに基づいて画像を表示するビュー部とを備えている。
【０００３】
この第１の画像読取装置では、使用者が、透過原稿を装着したキャリア部材をマガジン部
材内の原稿読取位置に案内すると、画像読取手段は、移動しながら１コマ分の透過原稿の
画像データを読み取る。そして、読み取られた画像データがビュー部に出力されることに
よって、１コマ分の画像がビュー部に表示され、これによりプレビューが可能になってい
る。
【０００４】
一方、前記した公報における「従来の技術」の欄に記載されている画像読取装置（以下、
「第２の画像読取装置」という）も従来から知られている。この第２の画像読取装置は、
透過原稿の画像を投影するスクリーンを備えており、透過原稿の画像を光学的にスクリー
ンに投影し、これによりプレビューを可能にしている。この第２の画像読取装置では、キ
ャリア部材を手動によって連続して送り込むことによって、キャリア部材に装着された透
過原稿のすべての画像をプレビューすることが可能になっている。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
ところが、従来の第１の画像読取装置には以下の問題点がある。すなわち、第１の画像読
取装置においてプレビューすることができるのは透過原稿の１コマ分である。このため、
使用者は、画像の読取りまたはプレビューに先立ってキャリア部材に装着されている透過
原稿を光に透かして１つずつ確認することによって、画像の読取りまたはプレビューを希
望するコマを特定しなければならない。一方、キャリア部材に装着された複数の画像が互
いにそれぞれ近似している場合、特に連写した写真フィルムのように近似画像が連続して
いるような場合には、光に透かして確認するという方法では、希望する透過原稿を確実に
選び出すことは非常に困難である。したがって、使用者は、読み取る画像の特定を容易に
するためのプレビュー機能を有しているにも拘わらず、読取りを希望する画像を確実に特
定するためには、キャリア部材内の各コマについて、読取位置に案内しかつプレビューを
行わなければならない。このように、第１の画像読取装置には、画像の読取対象を特定す
るために、非常に煩雑な作業を強いられるという問題点がある。
【０００６】
一方、第２の従来の画像読取装置では、使用者がキャリア部材を読取位置に手動によって
案内することによりキャリア部材内のすべての透過原稿を連続して確認することができる
。しかし、この第２の画像読取装置には、透過原稿の画像を画像データとして読み取って
記憶することが可能に構成されているわけではなく、単にスクリーン上に光学的に投影す
るだけである。したがって、何度も確認し直して初めて読取対象の透過原稿を特定できる
ような場合には、キャリア部材を所定の読取位置にその都度案内し直さなければならず、
依然として煩雑な作業を強いられるという問題点がある。
【０００７】
さらに、前述した第１および第２の画像読取装置には、以下の共通する問題点が存在する
。すなわち、一般的に、画像読取装置では、キャリア部材をマガジン部材に差し込み易く
するために、差込口を広くする必要があるが、差込口を広くすることによってキャリア部
材とマガジン部材との間に多少のがたが生じてしまう。このため、がたによってキャリア
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部材の移動精度が低下することにより、画像読取の精度も低下してしまうという問題点が
ある。このように、両画像読取装置には、マガジン部材にキャリア部材を差し込み易く、
かつ精度よく画像を読み取ることができるという２つの要求を同時に満たすことができな
いという問題点がある。
【０００８】
本発明は、このような問題点を解決するためになされたものであり、キャリア部材に保持
されている複数コマの透過原稿から画像読取を希望する透過原稿を容易に特定することが
できる画像読取装置を提供することを主目的とし、キャリア部材を差し込み易くかつ画像
読取精度の高い画像読取装置を提供することを他の目的とする。
【００１１】
【課題を解決するための手段】
　本発明の画像読取装置は、キャリア部材に保持され複数コマを有するフィルム状の透過
原稿を投影する投影手段と、当該投影手段による前記透過原稿の投影画像の画像データを
読み取る画像読取手段と、前記画像読取手段に前記画像データを読み取らせるために前記
キャリア部材を移動させるキャリア移動手段を有するキャリア台とを備えている画像読取
装置であって、
　画像読取命令に従って前記キャリア移動手段を駆動して前記透過原稿の指定されたコマ
の画像データを前記画像読取手段に読み取らせるように制御する読取制御手段を備え、当
該画像読取装置に接続される画像表示装置に前記読み取った画像データを出力する画像読
取装置において、
　前記キャリア台を移動させるキャリア台移動手段をさらに備え、
　前記読取制御手段は、前記複数コマのいずれか一つを指定するコマ指定命令によってコ
マ指定されたときに、前記コマ指定されたコマの透過原稿を前記画像読取手段の読取位置
まで移動させるために前記キャリア移動手段を駆動するとともに、前記コマ指定されたコ
マの画像データを前記画像読取手段に読み取らせるために前記キャリア台移動手段を駆動
することを特徴とする。
【００１２】
この画像読取装置では、外部装置からまたは操作スイッチなどから画像読取命令が出力さ
れると、読取制御手段が、キャリア移動手段を駆動し、画像読取命令によって指定された
透過原稿のうちの複数のコマまたは特定の１コマの画像データを画像読取手段に連続的に
自動で読み取らせるように制御する。次いで、画像読取手段によって読み取られた画像デ
ータは、画像読取装置に接続された外部装置である画像表示装置、または画像読取装置に
内蔵されている画像表示装置などに出力される。この結果、使用者は、画像表示装置に表
示される画像で確認することにより、キャリア部材に保持されている複数コマの透過原稿
から画像読取を希望する透過原稿を容易に特定することができる。
【００１４】
この画像読取装置では、使用者が、画像読取装置によって読み取られた画像から画像読取
を希望する画像を特定した後に操作スイッチを操作した場合などに、コマ指定命令が出力
されると、読取制御手段がキャリア移動手段を駆動する。これにより、画像読取手段が、
コマ指定されたコマの画像データを読み取る。このように、使用者は、複数のコマの透過
原稿から任意のコマの透過原稿を指定して画像データの読取りを行うことができる。
【００１６】
この画像読取装置では、読取制御手段は、画像読取手段に対して、画像一括読取命令があ
った際には、キャリア移動手段を駆動することにより複数コマの透過原稿の画像データを
読み取らせ、コマ指定命令があった際には、キャリア台移動手段を駆動することによりコ
マ指定されたコマの画像データを読み取らせる。つまり、この画像読取装置では、コマ指
定された際には、キャリア部材自体を移動させる一括読取りのときとは異なり、キャリア
台を移動させることによりキャリア部材を移動させる。この場合、一般的に、コマ指定さ
れた画像を読み込む際には、キャリア台を精度よく移動させる必要がある一方、一括読取
の際においては、少なくとも画像読取りするコマが特定できればよいため、キャリア部材
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の移動精度が低くてもよい。このため、この画像読取装置では、例えば、キャリア部材の
差込みを容易にするために差込口を広くすることによってキャリア台とキャリア部材との
間に多少の隙間やがたが生じたとしても、キャリア台上にキャリア部材が静止してさえい
れば、キャリア台上でがたつきながらキャリア部材を移動させる場合と比較して、コマ指
定された画像を高い精度で読み取ることができる。
【００１７】
【発明の実施の形態】
以下、本発明に係る画像読取装置の実施形態について、添付図面を参照しながら詳細に説
明する。
【００１８】
図１および２は、本発明に係る画像読取装置１の右側面図および正面図をそれぞれ示して
いる。画像読取装置１は、装置本体２と、写真フィルムやマイクロフィルムなどのフィル
ム状の透過原稿を保持するキャリア部材３とを備えている。この画像読取装置１は、コン
ピュータ装置などの画像表示装置（図示せず）にデータ転送用のインターフェースライン
（例えば、スカジー（ＳＣＳＩ）ライン）を介して接続され、画像データの高精度の読取
り（以下、「本画像読取り」という）に先立って、キャリア部材３に保持されているすべ
ての透過原稿４（図１２（ａ）参照）または指定された複数のコマ若しくは指定された特
定の１コマの画像データを自動的に読み込んでその画像データに基づいて画像表示装置な
どに表示させるいわゆるプレビューを可能にすることができるように構成されている。こ
のプレビューにおいては、画像表示装置が、画像データをキャリア部材３の各コマに対応
させて記憶すると共に、各コマの画像を１つずつまたは同時に複数の画像をディスプレイ
上に表示することができ、これにより、使用者は、読取対象の画像をディスプレイ上で特
定することができると共に、その画像をコマ指定することにより、本画像読取りを行うこ
とができる。
【００１９】
以下、各構成要素について詳述する。
【００２０】
装置本体２は、図１，２にそれぞれ示すように、その本体ケースＫに、キャリア部材３を
差し込むためのキャリア差込口１１と、キャリア差込口１１に差し込まれたキャリア部材
３を保持すると共に本体ケースＫ内部に案内するキャリア台１２と、キャリア部材３によ
って保持されている透過原稿４に光を照射する照射部（投影部）１３と、キャリア台１２
を移動させるための基台１４と、各部に電源を供給する電源部１５と、各種デジタル処理
を行うデジタル処理回路を載置するプリント基板１６と、電源スイッチ１７と、データ転
送用インターフェースラインに接続するためのコネクタ１８とを備えている。また、キャ
リア台１２には、プレビュー時においてＣＣＤ（画像読取手段）２５に画像データを読み
取らせるためにキャリア部材３を移動させて画像読取位置に案内するキャリア案内部（キ
ャリア移動手段）２１が配設されており、基台１４には、本画像読取り時においてＣＣＤ
２５に画像データを読み取らせるためにキャリア台１２を移動させてキャリア部材３を画
像読取位置に案内するキャリア台案内部（キャリア台移動手段）２２と、照射部１３によ
って照射され透過原稿４を透過した光をほぼ９０゜の角度で反射させる反射板２３と、反
射板２３によって反射された光を集光する集光レンズ２４と、集光レンズ２４によって集
光された光を光電変換するＣＣＤ２５とが配設されている。
【００２１】
キャリア差込口１１は、その上部の側壁１１ａが傾斜するように形成されており、その側
壁１１ａに沿ってキャリア部材３を差し込むことにより、キャリア部材３をキャリア台１
２に容易に案内できるようになっている。
【００２２】
基台１４は、本体ケースＫに固定されており、図２～５、および図９，１０にそれぞれ示
すように、キャリア部材３の移動方向Ａ（図３参照）と平行に本体ケースＫ内に固定され
ているシャフト３１，３１に沿ってキャリア台１２を移動させることができるように構成
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されている。具体的には、図３，４，９，１０にそれぞれ示すように、基台１４の下部に
は、キャリア台１２を移動させるためのステッピングモータである第１モータ３２と、第
１モータ３２のモータ軸に軸着されている第１歯車３３に噛合する第２歯車３４と、第２
歯車３４に同軸で設けられている小径歯車３５に噛合すると共に同軸で設けられている小
径歯車３７を有する第３歯車３６とが配設されている。一方、キャリア台１２の図４にお
ける左体の内側側面の下部には、小径歯車３７に噛合するラック３８が形成されている。
これにより、第１モータ３２が駆動されると、第１歯車３３、第２歯車３４、小径歯車３
５、第３歯車３６、小径歯車３７およびラック３８を介してキャリア台１２に動力が伝達
される結果、キャリア台１２は、シャフト３１，３１に沿って移動する。この場合、キャ
リア台案内部２２は、第１モータ３２の１ステップの回転によって、例えば約１１マイク
ロｍと極めて高い精度でキャリア部材３をキャリア台１２ごと移動させることができ、こ
れにより、画像データの読取精度を高くすることが可能になっている。また、キャリア台
案内部２２は、特に限定されないが、キャリア部材３に取り付けられた透過原稿４の１コ
マ分を移動させることができるように構成されており、これにより、装置本体２の内部ス
ペースが有効に利用されている。なお、上記第１モータ３２および各種歯車３３～３７は
、前述したキャリア台案内部２２を構成する。
【００２３】
キャリア台１２は、キャリア部材３の先端から後端までを本体ケースＫ内に案内できるよ
うに構成されており、図４～７にそれぞれ示すように、キャリア部材３を移動させるため
のステッピングモータである第２モータ４１と、第２モータ４１のモータ軸に軸着されて
いる第４歯車４２に噛合する第５歯車４３と、第５歯車４３に同軸で設けられている小径
歯車４４に噛合する第６歯車４５とを備えている。一方、キャリア部材３の図４における
右側面の厚み方向のほぼ中央部には、第６歯車４５に噛合するラック４６が形成されてい
る（図８および図１２（ｂ）参照）。これにより、第２モータ４１が駆動されると、第４
歯車４２、第５歯車４３、小径歯車４４、第６歯車４５およびラック４６を介してキャリ
ア部材３に動力が伝達される結果、キャリア部材３は、キャリア台１２に保持された状態
で本体ケースＫ内部を移動する。この場合、第２モータ４１の１ステップの回転によって
キャリア台１２が移動する距離は、第１モータ３２の１ステップの回転によってキャリア
部材３が移動する距離よりも大きくなっている。このため、プレビューの際には、キャリ
ア部材３が速く移動することにより画像データの読取り速度が速く、これにより、プレビ
ューの際の読取対象の特定を素速く行うことが可能になっている。なお、上記第２モータ
４１および各種歯車４２～４５は、前述したキャリア案内部２１を構成する。
【００２４】
キャリア部材３は、図１２（ａ）～（ｅ）にそれぞれ示すように、薄肉長尺に形成されて
いる。キャリア部材３は、特に限定されないが６つ原稿窓５１，５１・・と、各原稿窓５
１の両側に形成され装着面の上方側（同図（ａ）において紙面手前側）に突出する断面長
方形形状の突出部５２，５２・・と、キャリア部材３の長手方向の両端（同図において上
下端）に位置する原稿窓５１，５１のそれぞれの長手方向の両端側に形成され装着面の上
方側に突出する断面長方形形状の突出部５３，５３とを備えている。
【００２５】
このキャリア部材３では、突出部５２，５２・・と突出部５３，５３との間に透過原稿４
をはめ込むことによって、透過原稿４が突出部５２，５２・・と突出部５３，５３とで挟
持される状態でキャリア部材３に取り付けることができる。また、透明なプラスチック板
（図示せず）を突出部５２，５２・・と突出部５３，５３との間にはめ込むことによって
、キャリア部材３のベース面とプラスチック板とで透過原稿４をその表裏から挟持するこ
とができ、これにより、透過原稿４の撓みを防止している。この場合、一般的に写真フィ
ルムなどはプリントサービス時において６コマ毎に区切られるため、このキャリア部材３
では、その６コマ分の透過原稿４をはめ込むと、透過原稿４の各コマがそれぞれ原稿窓５
１，５１・・の真上に位置するようになっている。この結果、照射部１３から光が照射さ
れると、その透過光が透過原稿４および原稿窓５１を介して反射板２３に到達する。

10

20

30

40

50

(5) JP 3649506 B2 2005.5.18



【００２６】
さらに、キャリア部材３の長手方向の先端側（同図において上部側）および後端部には、
孔部５４および５５がそれぞれ形成されると共に、孔部５４，５５の幅方向の両端側およ
びキャリア部材３の長手方向の両端側には、突出部５６，５６・・および前述した突出部
５３と同形状の突出部５７，５７がそれぞれ形成されている。この場合、突出部５６，５
６と突出部５３，５７との間にネガフィルムの未記録部分である茶ベースフィルムをはめ
込むことによって、その茶ベースフィルムが突出部５６，５６と突出部５３，５７とで挟
持される状態でキャリア部材３に取り付けることができる。また、透明なプラスチック板
を突出部５６，５６と突出部５３，５７との間にはめ込むことによって、キャリア部材３
のベース面とプラスチック板とで取り付けた茶ベースフィルムをその表裏から挟持するこ
とができるようになっている。このように、茶ベースフィルムが孔部５７を覆う結果、茶
ベースフィルムを透過する光の濃度がＣＣＤ２５によって検出され、その濃度に基づいて
画像のシェーディング補正や白黒色基準調整ができるようになっている。この場合、プラ
スチック板とベース面とで透過原稿４および茶ベースフィルムを表裏から挟持するため、
透過原稿４および茶ベースフィルムの撓みが有効に防止されると共に画像データの読取条
件を同一にすることができる結果、シェーディング補正や白色基準調整時における補正デ
ータを精度よく生成することができる。また、プラスチック板と窓部５４（または５５）
の縁部を形成するベース面とが、装置本体２内のＣＣＤ２５の画像読取の主走査方向（Ｃ
ＣＤ２５の配列ライン方向であって、同図（ａ）に矢印Ｂで示す方向）に沿って茶ベース
フィルムを挟持するため、その主走査方向における撓みの発生がより有効に防止される結
果、補正データを極めて精度よく生成することができる。さらに、キャリア部材３の長手
方向の両端側に孔部５４，５５を形成することによって、キャリア部材３が方向Ａのいず
れの向きに移動する場合であっても、シェーディング補正や白色基準調整が可能になって
いる。なお、孔部５４，５５は、画像読取位置を決めるための基準孔として機能させても
よい。
【００２７】
さらに、同図（ｃ）に示すように、キャリア部材３の側面（厚み面）であって孔部５５寄
りの原稿窓５１の中間部位近辺には、孔部５５上の透過原稿４を画像読取位置に位置合わ
せするための切欠き５８が形成されている。一方、本体ケースＫ内にはインタラプタが配
置されており（図示せず）、インタラプタがキャリア部材３の先端部と共に切欠き５８の
通過を検出すれば、メインＣＰＵ７１（図１３参照）が、その通過検出信号に基づいて、
第２モータ４１に対してモータ駆動用のドライブ信号を出力することにより、透過原稿４
の位置合わせを行うことができるようになっている。
【００２８】
前述した照射部１３は、図１に示すように、インバータ回路６１と、画像読取の際の光源
であるキセノンランプ６２，６３，６４と、キセノンランプ６２，６３，６４からの光を
拡散する拡散板６５とを備えている。キセノンランプ６２，６３および６４は、それぞれ
、ランプ制御部８１（図１３参照）によって一定の順番で点灯するように制御され、青色
、緑色および赤色の波長の光を発光する。この結果、ＣＣＤ２５によって透過原稿４を透
過した３色がそれぞれ光電変換されて、後述する画像制御部内のバッファＲＡＭ８２（図
１３参照）にカラー画像の画像データが前記３色毎に記憶される。なお、光源はキセノン
ランプに限らず、例えば、前述した３色をそれぞれ発光可能な３つのＬＥＤや、３色を含
む光を発光可能な蛍光灯などを使用してもよい。
【００２９】
次に、図１３を参照して、画像読取装置１の制御系統について説明する。
【００３０】
同図に示す回路ブロック図は、画像読取装置１の制御回路７０を含む主要回路を示してお
り、各電気回路部品は、前述したプリント基板１６に搭載されている。制御回路７０は、
各種処理の中核をなすメインＣＰＵ（読取制御手段）７１と、メインＣＰＵ７１の制御下
で画像処理を実行する画像処理ゲートアレイ７２と、ＣＣＤ２５から出力される画像信号
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をＡ／Ｄ変換するＡ／Ｄ変換部７３と、画像データや各種信号を所定の通信フォーマット
のデータに変換すると共に変換したデータをホストコンピュータである画像表示装置とメ
インＣＰＵ７１との間で受け渡すインターフェース部７４と、メインＣＰＵ７１のドライ
ブ信号に基づいて第１および第２モータ３２，４１をそれぞれ駆動する第１モータドライ
バ７５および第２モータドライバ７６とを備えている。ここで、メインＣＰＵ７１、画像
処理ゲートアレイ７２およびＣＣＤ２５が本発明における画像読取手段を構成する。また
、ゲートアレイ７２は、インバータ回路６１を介して点灯制御信号を出力することにより
キセノンランプ６２～６４の点灯を制御するランプ制御部８１と、画像データを記憶する
バッファＲＡＭ８２と、Ａ／Ｄ変換部７３から出力される画像データを取り込んで各画素
に対応させてバッファＲＡＭ８２に記憶させると共にシェーディング補正や白黒色基準調
整などを実行する画像制御部８３と、メインＣＰＵ７１から出力される蓄積間隔信号やシ
フト信号およびクロック信号に従ってＣＣＤ制御信号を出力することによりＣＣＤ２５の
光電変換を制御するＣＣＤ制御部８４とを備えている。
【００３１】
次いで、画像読取装置１における画像読取処理について説明する。
【００３２】
まず、キャリア差込口１１にキャリア部材３が差し込まれると、その先端部がインタラプ
タを通過することにより、インタラプタが通過検出信号をメインＣＰＵ７１に出力する。
メインＣＰＵ７１は、ドライブ信号を出力し、第２モータ４１を駆動することによって、
キャリア部材３を本体ケースＫ内の所定待機位置に案内する。この状態で、インターフェ
ース部７４を介して画像表示装置からプレビュー信号（一括読取命令、画像読取命令）が
出力されると、メインＣＰＵ７１は、ドライブ信号を第２モータドライバ７６に出力する
ことにより第２モータ４１を駆動させ、先端部の通過検出信号が出力されるまでキャリア
部材３を移動させる。このときに、孔部５４がキセノンランプ６２～６４の真下に位置す
る。次いで、メインＣＰＵ７１は、キセノンランプ６２～６４を点灯させずに、ＣＣＤ制
御信号を出力することによりＣＣＤ２５からの画像データを画像制御部８３に読み取らせ
る。次に、メインＣＰＵ７１は、画像制御部８３に対して、このときの画像データを０階
調の輝度レベルに設定させることにより黒色レベル調整を行う。この場合、画像データの
輝度レベルは、各色毎に２５６階調に設定されており、０階調が黒レベルに、２５６階調
が白レベルにそれぞれ対応する。
【００３３】
次に、メインＣＰＵ７１は、キセノンランプ６２～６４を点灯させると共に、画像制御部
８３に対してＣＣＤ２５からの画像データを読み取らせる。メインＣＰＵ７１は、このと
きに読み取った画像データの最大値が２３０～２５０程度の階調になるように、内蔵ＲＯ
Ｍに記憶されているγテーブルに従い第２モータ４１の駆動速度を調整したり、キセノン
ランプ６２～６４の点灯時間をそれぞれ調整したりすることにより白色レベル調整を行う
。同時に、メインＣＰＵ７１は、画像制御部８３に対して、シェーディング補正を実行さ
せる。つまり、キセノンランプ６２～６４の光量や反射板２３の反射係数および集光レン
ズ２４の収差などによって、ＣＣＤ２５の１列の画像データが均一に２５６階調になるよ
うに補正データを生成する。この場合、孔部５４にネガフィルムの茶ベースフィルムが取
り付けられているときは、その茶ベースフィルムを介して透過した輝度を白レベルとし、
茶ベースフィルムが取り付けられていないときには、孔部５４を直接通過した光の輝度が
白レベルになるように自動的に補正データを生成する。これらの処理によって、自動的に
、画像データの輝度レベルのダイナミックレンジを最も大きくすることができる。なお、
上述した一連の作業において、先端部を検出して孔部５４によって黒色レベル調整や、白
色レベル調整およびシェーディング補正を行っているが、孔部５５によってこれらの調整
などを行ってもよい。
【００３４】
次に、メインＣＰＵ７１は、ドライブ信号を出力することにより、先頭（１つ目）の原稿
窓５１の端部が読取位置の先頭に位置するようにキャリア部材３を移動させた後に、画像
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の読取りを開始する。画像の読取りに際しては、メインＣＰＵ７１からランプ制御部８１
に各種パラメータが出力されることにより、ランプ制御部８１が、インバータ回路６１に
点灯制御信号を出力し、これにより、キセノンランプ６２～６４が点灯する。メインＣＰ
Ｕ７１は、ドライブ信号およびＣＣＤ制御信号を出力しながら、画像制御部８３に画像の
画像データを読み取らせる。
【００３５】
読み取られた画像データは、画像制御部８３によってシェーディング補正、色補正および
拡大縮小処理が行われた後に一旦バッファＲＡＭ８２に記憶される。そして、メインＣＰ
Ｕ７１は、バッファＲＡＭ８２に記憶された画像データを読み込み、インターフェース部
７４に出力する。同時に、インターフェース部７４は、画像データを所定の通信フォーマ
ットのデータに変換し、変換したデータを画像表示装置に出力する。
【００３６】
メインＣＰＵ７１は、１つ目の原稿窓に対応する透過原稿４の画像を読み取った後、ドラ
イブ信号を継続して出力し、第２モータ４１を所定ステップ数回転させて２番目の原稿窓
５１の端部が読取位置の先頭に位置するようにキャリア部材３を移動させる。次いで、メ
インＣＰＵ７１は、ランプ制御部８１および画像制御部８３に対して、それぞれ各種パラ
メータを出力することによって画像制御部８３に透過原稿４の画像データを読み取らせる
。メインＣＰＵ７１は、これらの処理を繰り返して、順次、第３番目～第６番目の原稿窓
５１，５１・・の透過原稿４の画像データを読み取らせると共に、その都度、画像データ
をインターフェース部７４に出力する。なお、このプレビュー処理においては、ＣＣＤ２
５において、複数の隣り合ったＣＣＤ素子の出力をまとめて１つの画素データとすること
により、本画像読取り時の解像度よりも低い５０～３００ｄｐｉ程度の解像度で読取りが
行われる。これにより、プレビューの読取時間の短縮化が図られる。また、画像読取精度
が多少低くてもよいため、キャリア台１２とキャリア部材３との間での多少のがたが許容
されるため、例えば、キャリア差込口１１の開口面積を広くしたり、ラック４６と第６歯
車４５との噛合を緩めにしたりすることにより、キャリア部材３の本体ケースＫ内への差
し込みを容易にすることができる。
【００３７】
画像表示装置は、入力した画像データを画像データＲＡＭ（図示せず）に記憶し、所定の
キー操作が行われると、指定した原稿窓５１の透過原稿４の画像をディスプレイ装置に表
示する。
【００３８】
一方、使用者が、ディスプレイ装置上で画像の確認をした後に、キー操作によりコマ指定
すると、インターフェース部７４を介して画像表示装置からメインＣＰＵ７１にコマ指定
信号（コマ指定命令）が出力される。メインＣＰＵ７１は、第２モータドライバ７６にド
ライブ信号を出力することにより、第２モータ４１を所定ステップ数だけ駆動させ、指定
されたコマの原稿窓５１が読取位置の先頭に位置するようにキャリア部材３を案内する。
次いで、メインＣＰＵ７１は、本画像読取りを開始し、第１モータドライバ７５にドライ
ブ信号を出力することにより、キャリア台１２が原稿窓５１の１コマ分だけ移動するよう
に、第１モータ３２を所定ステップ数だけ駆動させる。また、これと同時に、メインＣＰ
Ｕ７１は、点灯制御信号およびＣＣＤ制御信号を出力することにより、前述したシェーデ
ィング処理や白黒色基準調整などを実行すると共に画像データを読み取る。この場合、第
１モータ３２の１ステップ数の回転におけるキャリア台１２の移動距離が極めて小さいた
め、高い精度で画像を読み取ることができる。この読み取られた画像データは、前述した
のと同じようにして、メインＣＰＵ７１によってインターフェース部７４を介して画像表
示装置に出力される。この後、画像表示装置では、画像データに基づく画像の表示処理、
画像データの輝度調整などの画像加工・修正処理、任意のコマの画像を他のコマの画像に
はめ込むはめ込み処理、およびＭＯ（光磁気ディスク）やＤＡＴ、ＭＤ、フロッピーディ
スクなどの記憶媒体への書込処理などが行われる。
【００３９】
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なお、以上の実施形態では、透過原稿４を透過する光に基づいて画像読取を行う例につい
て説明したが、これに限らず、反射光に基づいて画像読込みする場合にも適用できるのは
勿論である。
【００４０】
また、本実施形態では、キャリア移動手段およびキャリア台移動手段を、モータ３２，４
１や種々の歯車で構成したが、これに限らず、モータと、リンク機構やベルト機構との組
合せで構成することもできる。
【００４１】
さらに、本実施形態では、透過原稿４に基づく画像を外部の画像表示装置に表示する例に
ついて説明したが、画像読取装置１内に液晶パネルやブラウン管などの表示部を備え、こ
の画像表示装置としての表示部に画像を表示させてもよい。また、一括読取命令や画像読
取命令およびコマ指定命令についても、装置本体２に操作スイッチを設け、その操作スイ
ッチの操作によってこれらの命令を出力するように構成してもよい。
【００４３】
【発明の効果】
　　本発明の画像読取装置によれば、読取制御手段が透過原稿のうちの指定された複数の
コマまたは特定の１コマを画像読取手段に対して連続して読み取らせることにより、使用
者は、読み取られた透過原稿の画像を画像表示装置に表示させ、その表示画像で確認する
ことにより、キャリア部材に保持されている複数コマの透過原稿から画像読取を希望する
透過原稿を容易に特定することができる。このため、複数コマを自動的に連続読取するた
めに毎コマずつ動かさなければならない手間を省くことができる。
【００４４】
　また、使用者は、例えば、操作スイッチによってコマ指定することにより、複数のコマ
の透過原稿から任意のコマの画像データを画像読取手段に読み取らせることができる。
【００４５】
　さらに、キャリア台移動手段によってキャリア台ごとキャリア部材を移動させるため、
差込口を広くしたりすることにより、キャリア部材の画像読取装置内への差込を容易にす
ることができるとともに、コマ指定された画像を高い精度で読み取ることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本実施形態に係る画像読取装置の右側面断面図である。
【図２】本実施形態に係る画像読取装置の正面透視図である。
【図３】本実施形態に係る画像読取装置におけるキャリア案内部およびキャリア台案内部
の右側面図である。
【図４】本実施形態に係る画像読取装置におけるキャリア案内部およびキャリア台案内部
の正面図である。
【図５】本実施形態に係る画像読取装置におけるキャリア案内部およびキャリア台案内部
の平面図である。
【図６】本実施形態に係る画像読取装置におけるキャリア案内部の右側面図である。
【図７】本実施形態に係る画像読取装置におけるキャリア案内部の正面図である。
【図８】本実施形態に係る画像読取装置におけるキャリア案内部の平面図である。
【図９】本実施形態に係る画像読取装置におけるキャリア台案内部の右側面図である。
【図１０】本実施形態に係る画像読取装置におけるキャリア台案内部の正面図である。
【図１１】本実施形態に係る画像読取装置におけるキャリア台案内部の平面図である。
【図１２】（ａ）はキャリア部材の平面図であり、（ｂ）はキャリア部材の右側面図であ
り、（ｃ）はキャリア部材の左側面図であり、（ｄ）はキャリア部材の断面図であり、（
ｅ）はキャリア部材の正面図である。
【図１３】本実施形態に係る画像読取装置の主要回路ブロック図である。
【符号の説明】
１　画像読取装置
３　キャリア部材
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４　透過原稿
１２　キャリア台
１３　照射部
２１　キャリア案内部
２２　キャリア台案内部
２５　ＣＣＤ
７１　メインＣＰＵ
７２　画像処理ゲートアレイ
８３　画像制御部

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

(11) JP 3649506 B2 2005.5.18



【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】
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